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Abstract:  

 コラーゲンは、我々のからだにもっとも多く含まれるタンパク質です。また

巷では、様々に用途に利用されるもっとも有名なタンパク質でもあります。

私たちの研究室では、コラーゲンが発揮する高次の生物機能の解明や医

薬工学への応用をめざして分子レベルの研究を展開しています。本セミナ

ーでは私たちがおこなっている、①コラーゲンと機能タンパク質との相互作

用に関する研究、および②コラーゲンを模倣するバイオマテリアルの開発、

を題材にしながら、生命化学研究における化学的なストラテジーのメリット

についてお話ししたいと思います。 

お問い合せ：生体材料工学研究所  
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